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令和５年 第３回沼田町議会定例会  一般質問要旨  

 

【町長・農業委員会会長】 

 

  

通告順 １ 
質問 

議員 
畑地議員 

質問 

項目 
水害の教訓を活かすには 

質問 

内容 

 

８月６日は雨竜川が氾濫し、避難及び多くの農地が浸水被害にありまし

た。５年前の２０１８年７月３日にも同様の氾濫があり、多度志観測所の

水位計ではピーク時５８．５４ｍを記録しており、今回のケースにおいて

ピーク時は１４ｃｍ低い５８．４０ｍであった。降雨の特徴としては朱鞠

内湖周辺にトータル２４１㎜もの雨量があったが、沼田町周辺ではトータ

ル１００㎜に達しておらず、上流との危機意識に差が出ていました。  

休日の早朝からの災害対策で、関係者の対応には感謝していますが、過

去の災害から改善できることは無いのか。 

 

町長：災害対策本部の立ち上げと避難等のタイミングについて 

①前日までに準備出来ること、事前に打合せ等はあったのか。 

②事前放流に関する関係機関との連絡調整は十分だったのか。 

 

農業委員会会長  

水田利活用の制度変更で水田の畑地化を促進する動きがあるが、農地が

持つ保水機能低下や畑作物での水害による生産性低下が懸念されます。沼

田町における影響をどの様に把握しているか。 







畑地　資料３

項目水系名 河川名 観測所記号

水位石狩川 雨竜川 3.01E+14

順位洪水名称 生起日

1 昭和63年 年最高水位 59.26 1988/8/26

2 平成12年 豪雨 58.69 2000/9/2

3 平成26年 台風１２号・１１号及び豪雨 58.68 2014/8/5

平成26年 地すべり 58.68 2014/8/5

4 昭和56年 年最高水位 58.64 1981/8/5

5 平成30年 梅雨前線豪雨及び台風７号 58.54 2018/7/3
6
7 平成22年 豪雨 58.38 2010/7/30

8 令和元年 豪雨及び台風９号 58.30 2019/8/9

9 平成11年 豪雨 58.08 1999/7/29

10 平成13年 豪雨及び台風15号 57.70 2001/9/11

11 平成28年 台風１１号 57.66 2016/8/21

平成28年 台風９号及び豪雨 57.66 2016/8/21

12 昭和50年 年最高水位 57.63 1975/8/24

13 平成18年 融雪 57.51 2006/5/11

14 令和2年 豪雨 57.49 2020/11/20

15 平成23年 台風１２号及び豪雨 57.40 2011/9/2

16 昭和62年 年最高水位 57.25 1987/5/1

17 平成4年 年最高水位 57.19 1992/9/26

18 平成3年 年最高水位 57.10 1991/9/7

19 昭和53年 年最高水位 57.02 1978/8/11

多度志観測所

氾濫開始水位

氾濫危険水位 57.70 218.12

避難判断水位 57.50 217.85

氾濫注意水位 57.00 217.48

多度志（共成） 幌加内添牛内

約７０ｋｍ　　2時間程度水位ピークがずれる

最高水位(m)

←←←←←←←←
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【町長】 

 

  

通告順 ２ 
質問 

議員 
伊藤議員 

質問 

項目 
持続可能な有害鳥獣駆除対策を 

質問 

内容 

  

現在沼田町では、沼田町有害鳥獣対策委員会が中心となり、農業者自ら

が農地を守ることを基本として、捕獲駆除の推進を行っています。 

 関係者の努力の中、農業被害の拡大防止に向け成果を上げられています

が、エゾシカの生存数が近年増えているというデータもあるなか、最近で

はクマの捕獲数も増えています。  

 全国的に猟友会員の高齢化に伴うハンターの減少がその要因のひとつ

でもあると問題視されていますが、本町も同様のものと考えます。 

 自然界とうまく共生しながら一方で農業被害や車との衝突事故や人的

被害を出さないよう対策をすることが必要です。 

そのためには、将来に向けて安定的に担い手を育成・確保し、鳥獣捕獲

等事業を適正かつ効率的に行うことが求められていると考えますので、以

下の質問をいたします。 

  

１．有害鳥獣対策支援員の協力隊員が、３年間で得た技術と経験、地域住

民との信頼関係を継続して発揮してもらうことが重要と考えます。担

い手の育成のためにも卒隊後も活躍できる場としての組織整備が不

足いていないか。  

２．外部法人の設立もしくは委託により、町職員の負担軽減、近隣町村も

含めた広域的な活動と効率的な運営により体制の強化に繋がると考

えることは出来ないか。将来的には、環境省が推進する認定鳥獣捕獲

等事業者制度（法人格が必要）を活用し、信頼性をより高め、人材を

確保・育成できる新たな対策の展開が必要ではないか。  

３．法人を運営するにあたり採算性が重要課題でありますが、農業被害額

は毎年１千万円前後で推移していることや交通事故などによる損害、

観光などへの影響も懸念されることから、事業の委託や農業予算の見

直しなどにより、農業や町内外の方々の安全、安心へ向けた支援が必

要ではないか。  



資料１



1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

(S50) (S55) (S60) (H2) (H7) (H12) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23) (H24) (H25) (H26) (H27) （H28) （H29) （H30)

18～19歳 100 100 200 200

20～29歳 88,600 48,800 10,900 5,000 3,600 3,100 2,300 2,100 2,600 2,300 2,300 2,700 3,100 3,600 4,200 5,100 6,500 7,500 8,400 9,200

30～39歳 158,400 149,000 88,600 40,800 16,000 10,100 8,700 8,400 10,100 9,400 9,000 9,300 9,900 10,100 10,800 12,200 14,000 15,600 17,500 18,800

40～49歳 156,000 135,800 100,100 98,900 75,100 36,200 18,700 16,900 19,400 17,600 15,800 15,800 16,400 17,200 17,100 18,500 20,700 23,100 25,300 27,200

50～59歳 69,000 84,900 85,000 85,800 77,500 79,800 70,500 62,600 67,600 57,900 44,400 40,800 38,000 32,300 30,500 29,300 28,500 28,100 29,000 29,100

60歳以上 45,700 42,300 41,700 59,100 74,000 81,000 103,500 96,600 129,200 134,300 114,300 121,700 131,000 117,400 122,800 128,600 120,300 125,300 129,200 122,800

合  計 517,800 460,800 326,300 289,500 246,100 210,200 203,600 186,600 228,900 221,500 185,900 190,200 198,400 180,700 185,300 193,800 190,100 199,700 209,600 207,300

※四捨五入のため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合がある。
※近年（H17年度以降）は毎年集計。それ以前は５年ごとの集計。
※2007年（H19年）に「網・わな猟免許」を「網猟免許」と「わな猟免許」に区分。
※2015年（H27年）に網免許及びわな猟免許の取得年齢を20歳以上から18歳以上に引き下げ。

年齢別狩猟免許所持者数

　　　年度
年齢

（単位：人　十の位で四捨五入）

51.8 

46.1 

32.6 

29.0 
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資料2

環境省データより
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